
看護師 日頃赤ちゃんを中心に支援していますが、赤ちゃんの母親が愛着障害といった例
が多数見られ、母親へのかかわりの参考になりました。しかし病院ではほんの数
日のかかわりであり、関係構築はなかなか難しいとは思います
グループワークで教員の方、愛着障害のお子さんの支援の実際を聞き、いろんな
場面で活用できそうで参考になりました

ケース
ワーカー

研究ベースの内容が多く、臨床には役立ちそうな知見が得られず残念だった。グ
ループワークのテーマが非常に簡単だったので、ディスカッションの内容も「ま
あそうだよね」という内容ばかりであまり生産性がないと感じた。地域がそれほ
どまとまっていなかったので、顔見知りの場にもそれほどならず、正直夜間に時
間を割いてまで参加の意義は薄いと思った。

看護師 立場の違う方たちと同じテーマでグループワークを行う事がとても有意義でし
た。
支援ホームや学校、行政機関も含めて日々対象の児童に向き合っているのだなと
知る事ができた。
愛着障害は多かれ少なかれ我々が関わる子どもたちにあるものと思います。
この様な多くの事例に触れることで再確認をしながら業務にあたりたいです。

看護師 それぞれの職種や立場から関わりの入り方は異なるが、養育者である親をサポー
トする重要性やいかに子や親と信頼関係を築いていくかが大切であると分かっ
た。

小児科医 愛着障害は、奥の深い問題で、治療にも長きに渡って関わってゆく覚悟が必要な
ものであると思いましたが、まずは愛着障害がベースにあることに気づけるよ
う、修練をつみたいと思います。

心理 普段中々他の職種の方と関わる機会がないので、横の繋がりを得るためにも良い
機会でした。 
他の機関から、医療機関に求めることや繋がり方、繋げ方について意見をいただ
き、今後の患者さんに対する支援の引き出しを少し増やせたように思いました。 
先生方のレクチャーも丁度実際に関わった患者さんへの対応に活用できそうなも
のでしたので、いただいた資料を読み直して書籍の購入も検討したいです。

小児科医 オンラインで手軽に様々な立場の方々の考えを聞けて、貴重な体験でした。

その他 意見交換の時間が短いため、共有したくても話して終わりになってしまいやす
い。レクチャーを長くするよりも、共有する時間をしっかりと取ってもらえると
つながり感がある。

スクール
カウンセ
ラー

いろいろな職種の方のお話が聞けて良かった。どのような制限の中で、どのよう
に仕事をしていっしゃるか知ることができたし、改めて連携の大切さ、必要性を
感じた。

教員 愛着障害のお子さんの支援は長い目でみておこなうことが大切だとわかりまし
た。

教員 高校で特別支援を担当していますが、愛着障がいだと思われる生徒（養育者の愛
情を求めている生徒？）が増えていることを感じています。今回の研修を通し
て、愛着障がいについて深く学ぶことができました。また、グループワークで
は、医療機関や学校関係の方と意見を共有することができ参考になりました。あ
りがとうございました。

「事例検討会」全体を通しての意見・感想

医療従事者

教育関係者

　※個人が特定される可能性のある記述は掲載していません。



教員 様々な業者の先生方から、日々の支援についてお聞きすることができて、とても
ありがたかったです。

養護教諭 事前に資料があると、講義に集中できたかなと思います。
メモをするのに精一杯でした。

教員 家庭の教育力が一番の問題なんだろうなあ、と思ってしまいました。私も人様の
ことをとやかく言えませんが…。

教員 お疲れさまでした。具体的な事例を提示し、説得力のあるお話でした。今後の教
育活動に活かしていきたいと思います。ただ、研修の資料が事前に配布されてい
れば、もう少し聞きやすかったと思います。

教員 医学的な見地から理解できました。教育の現場でもできることがたくさんあるこ
とも感じ、生かしていきたいと思います 
次回の不登校もぜひ参加します

教員 グループワークにつきまして、初対面同士の話し合いのテーマとして、設定がも
う少し具体的ですと、話しやすいように感じます。

養護教諭 多職種で話をすることで新しい気付きがあり有意義でした。講師の先生のお話も
分かりやすく良かったです。

特別支援
コーディ
ネーター

開始時刻に仕事から戻るのは大変で、ギリギリ（今回は遅れてしまいましたが）
になってしまいます。その後資料をプリントアウトして、お話を聞くというのは
難しく感じます。最初のお話を聞きそびれてしまうと、その後のお話もよく分か
らないまま進んでしまいます。できれば、資料は事前に送っていただき手元に置
いた状態で参加したいです。（事前に目を通せると、お話を伺ったときに理解が
深まると思います）ぜひ、お願いします。

教員 事前に資料も送ってほしかったです。 
チャットで質問があった回答を参加者全員にメールで送ってほしいです。

教員 ・愛着障害の背景はよくわかった。さらにその先にある、愛着障害が疑われる児
童生徒にどう接していけばよいか、保護者へどう働きかけたらいいかをもう少し
詳しく知りたかった。愛着障害の克服で、江川先生が言われる安全基地の構築に
ついて、保護者や近親者がその役割を果たせればよいが、大生の場合は期待でき
ないことが多い。学校でも限界がある。そういった時にどうやって外部を活用で
きるか、大きな課題です。

教員 愛着障害は遺伝的に連鎖していくことを知った。負の連鎖を断ち切るためにも保
護者への介入が必須であり、時間をかけて関係性を作っていくことが大切だと言
うことがわかった。

特別支援
コーディ
ネーター

事例に対してご自身の困りごとを紹介していただく過程で、みんなでどんな支援
ができるか考える感じになっていました。提案者と他のメンバーの1対1のやり取
りになってしまうと、限られた時間の中では課題が拡散してしまい本日のテーマ
に沿った話し合いにすることが少し難しかったと思います。課題提供してくだ
さった先生のお気持ちも十分理解できます。メンバーのお話が少しでも役に立っ
ていればいいのですが。

スクール
カウンセ
ラー

ミニレクチャーでは復習とともに最新の情報を学ばせていただきました。ありが
とうございます。グループワークは普段交流のない方とお話ができ、新たな視点
や情報を得ることができる貴重な機会です。もう少し時間が長いといいなと思い
ます。

スクール
カウンセ
ラー

短時間ながら愛着障害についておさらいし、基本的な視点に立ち戻る大切さを感
じた。各機関の方それぞれで対応に模索されていらしゃるのを共有できたのもよ
かった。



養護教諭 初めて勉強会に参加させていただきました。貴重なお話、ありがとうございまし
た。私の今対応に悩んでいる生徒は、虐待やネグレクトなどはなく、親の離婚・
再婚、病気などの養育者の問題は特にはありません。でも愛着障害のような行動
があります。（発達検査にもひっかからなかったです）
養育者・環境に問題がない場合は、愛着障害に該当しないのでしょうか？
グループワークで、中学校から高校へのキーパーソンの引き渡しがうまくいって
いない事例をお聞きしました。愛着障害の生徒の引継ぎ方法はどうするとスムー
ズですか？

教員 初めて参加しました。江川先生の話は専門用語もあり、教員の私には少し分から
ないこともありましたが、知りたかった愛着障害のことを学ぶことができ、参加
してよかったです。いただいた資料をしっかり確認し、さらに学び、学んだ内容
を学校の同僚と共有して生徒の支援に生かしていきたいと思います。
意見交換も自分と違う職種の方の話を聞くことができ、とても良かったです。た
だ、もう少し時間があるとグループ内の話がもっと深まったのかなと感じます。
江川先生、杉本先生、事務局の皆様、大変ありがとうございました。

教員 　ミニレクチャーの話は興味深いものだったし、とても参考になる良い話だと感
じたが、まだ知識が浅い者にとっては、少し話が難しいと感じた。もう少し誰も
が聞いてわかる単語での説明やスピードであるとよかったと思う。そのために
は、内容に対しての時間が短すぎると感じた。

教員 トラウマインフォームドケアを基本として向き合いたいと改めて思いました。同
僚との連携が、温度差や認識の相違から、一つの障壁になっていますが、諦めて
はいけないとも思っています。うまく気分転換をして、自分もケアしたいです。
自分が自分の親になる、これは教員にも必要な態度だと思いました。

スクール
カウンセ
ラー

先生のご講義と、グループワークでのディスカッションで、短時間ながら充実し
た時間でした。さまざまな方が、それぞれのお立場で実践されている事をお聞き
することが出来、参考になりました。

特別支援
コーディ
ネーター

　愛着障害的な子どもを何人か思い浮かべながらお話をお聞きしました。長い時
間かかることだけど安心できる人との関係作りがキーワードだな、とあらためて
思いました。もう一度資料を読み返しながら理解していきたいと思います。 
　様々な職種の方とグループワークでお話できて、勉強になりました。

特別支援
コーディ
ネーター

愛着障害がどのような症状で、どのような困り感があるのかが理解できました。
遺伝子レベルにまで影響を及ぼすというお話には、怖さを感じました。 
支援の手立ても参考になりました。ありがとうございました。 
※質問の回答をHPでとのことでしたが、可能であれば、詳しい案内が頂けるとあ
りがたいです。

教員 大変有意義な研修になりました。
江川先生のお話は大変勉強になりました。
子どもたちの不安定さは様々です。岡田先生の本なども読み直して、あと半年
間、現実と向き合っていこうと思います。

教員 講義や事例検討は、いつも通りとてもためになり、参加してよかったと思いまし
たが、今回は資料配付がチャットでということで、６時１０分にはアクセスして
みましたがzoomの入室が予想より遅くなってしまったのと、入室してからの資料
印刷に手間取り、講義の最初のほうをきちんと聞くことができず残念でした。資
料印刷に余裕を持てるよう、入室可能時間を早くしていただけたら…と思いまし
た



教員 　改めて、愛着形成についてしっかりと理解することができた。愛着障害は、思
春期前に修復可能だという話をお聞きし、やはり学校は義務教育期間に出来るこ
とをやらねば…という思いを強くした。 
　また、ブレイクアウトルームでは、支援者の具体的な関わりなどが参考にな
り、今回も学び多き充実した研修会となった。ありがとうございました。

養護教諭 ミニレクチャーでは、愛着障害の基本的な内容から発展的な内容まで丁寧に教え
ていただきました。ありがとうございました。特徴などをみて、勤務校に在籍す
る生徒で愛着障害ではないかと思っている生徒がいましたが、複数当てはまると
ころがあったので、学校としてできることをまた他の先生方とも相談していきた
いと思います。またグループワークでは、他職種の方と交流する機会となり、そ
れぞれの立場から思ってること、困っていること、知りたいことを共有すること
ができてとても良い経験となりました。

教員 現在対応に迷っている児童と保護者（関係性が非常に悪く愛着に課題があるので
はないかと思える親子）がいて、そのことについて相談させてもらって、とても
参考になる意見やアドバイスを聞かせてもらいました。 
異業種の人の話を聞けるのは本当に役に立ちます。ありがとうございました。

教員 子どもとのかかわり方について、信頼関係作りが大切だと改めて思いました。愛
着の課題は、すべての問題行動の裏にあると思います。保護者とのよい関係を作
り、チームで支援していくことが必要だと思いました。 
本日は、ありがとうございました。

教員 わかりやすい講義ありがとうございました。

相談員

・基本的信頼感（ベーシックトラスト）、「内的」安全基地が大変重要で、「内
的」安全基地ができると安全を自給自足できるようになると学び、その点が大変
印象的でした。 
・また、始めは母からリラックスした感じを補充してもらう。そうすることで他
者を信頼できるようになり、子どもは不安な時は母を思い浮かべるだけで安心で
きるという過程も印象的で、学びとなりました。

その他

私は障害児入所施設の看護師ですが、グループではクリニックの心理担当の方や
支援学校の先生など、自分とは違う職種立場の方のお話を聞くことができ勉強に
なりました。保護者の良くない関わりがあっても、そこには理由があると言う視
点を持ち、支持的にかかわること、保護者との関係がうまくいくと子供との関係
も上手くいき始めるケースのお話を伺いました。また、対象ご本人が事実ではな
いことを話していたり、自傷の様な行動をとっても、本人の話を聴き本人の理由
を聞いてくれる人であることを伝えていくことが大切だと感じました。

相談員

同じことで悩んだり、解決のために支援をしたりしておられる方が、こんなにた
くさんいるということに、いつも心強さをもらっています。 ありがとうござい
ます。 
愛着障害の修復にはとにかく時間がかかる 気長に というお話があり、 やはり
いろんな人が協力していくしかない問題だなと思いました。

相談員 グループワークよりも、好事例の紹介も時には良いと思いました。

保健師

ミニレクチャーでは、今まで知らなかった知見を教えていただき、とても役立っ
た。講師の講話のスピードと自分の理解が追いついていけなかったため、可能で
あれば当日チャットにアップされた資料が次第などと一緒に手元に届くとありが
たい。

保健・福祉関係者



その他

今まで心理の観点から愛着障害について学んできたが、医療の観点から話を聞く
ことを新鮮さを感じた。視点を変えていく必要を感じた。 
グループワークでは、多職種の人たちの子どもとの関係の作り方の工夫を共有で
きたことがよかった。できればもっと時間があればよいと感じた。

保健師

90分で、講義とグループワークは、どちらも時間が足りないと感じました。90分
講義、その後のGWは、自由参加で30分など、もう少し時間があったらよいと感じ
ました。 
愛着障害についての事例もご準備いただいていたのなら、事例を通したお話を聞
いてみたかったです。 
GWテーマについても、先生方からの総括のお話も、時間が足りず、もったいない
感じでした。

相談員

　普段の業務では大人への支援を主としており、直接児童の支援に入ることはな
いが、幼少期の環境から大人になった現在も愛着障害を持つ方やその親という
ケースへの対応に苦慮していました。勉強になりました。ありがとうございまし
た。 
　私の使用したPCのせいか、グループワークに移ったとたんPC電源がおちてしま
い、グループワークにのみ参加できませんでした。すみません。

相談員

大変勉強になりました。日ごろ、福祉分野で仕事をしております。愛着障害を持
つ人に対する治療（支援）は、外側から塞げない穴の開いたバケツに水を注ぎ続
けているような状態であるということと、安定した関係を作るには5年～10年を
要するという講師のコメントが印象的でした。長期的な関わりという点について
はチームで治療（支援）にあたることが不可欠だと思い、あらためて医療や教育
との連携が大切なんだと感じました。江川先生、ありがとうございました。

その他

レクチャーをお聞きし，私の勤務している施設には愛着に問題のある子どもたち
がたくさんいるため，発達障害のような行動の背景についてどのような影響が考
えられそうかということを考えながらアセスメントしていきたい。グループワー
クでは，学校領域の方，施設心理職の方のお話をお聞きすることができた。みな
さんのお話をお聞きし，子どもからの発信を受け止め，大人が寄り添う姿勢を大
切にされていた。今日学んだことを職場でも共有し子どもの支援を行っていきた
い。

その他

グループワークのグループに普段かかわりの少ない職種の方がいらっしゃり、お
話を聞くことができてためになりました。
レクチャーはもう少し長い方がありがたいです。講師の先生から具体的な事例が
聞きたいです。

その他

ミニレクチャー「愛着障害について」を受けて、子どもたちを理解していけるよ
うに、知識を身につけ、関わっていきたいと感じました。 
日々の継続的な関わりが重要となり、今後も引き続き行っていきたいと感じまし
た。 
グループワークでは、多職種の方の話を聞くことが出来、勉強になりました。

その他

専門的な話を伺えて勉強になりました。 
グループワークでは、様々な立場の方々からの話が伺えて、共通する思いを感じ
ました。 
時間の関係もあったと思いますが、実際の支援やかかわりにつながる具体的な話
がもう少し聞けたらよかったと思いました。

保健師
子どもへの関係性づくり、安全性、大切にかかわること一貫していきたい。保護
者の思いも傾聴しながら、関係づくり、伴走者であり続けたい。



保健師
異なる職種の方々の児と家族への関わり方で注意していることなどを知ることが
でき、これまで対応した児や家族がどのような職種と関わってきたのか、どのよ
うな対応をされてきたのか具体的にイメージすることができた。

その他
都合により途中退室になってしまい、大変申し訳ございませんでした。 
貴重な機会を頂きありがとうございました。

保育士 他機関他業種、特に教育関係者と話す機会を持つことが稀なので、時間は短かっ
たものの有意義な研修だった。

保育士 すごく勉強になりました。また参加したいと思います。

その他 色々な職種の方が参加していて驚きました。同じテーマでも、立場によって見る
方向が違うと感じました。個々が常に学ぶ姿勢が大事だと感じました。

その他

保育・幼児教育関係者


